
IP
EC

 J
AP

AN
  S

AF
ET

Y 
DAT

A

1／2 

成分名 ナタネ油 

英 名 Rape Seed Oil 

CAS No. 8002-13-9 

収載公定書 日局     EP   

A TOXNET DATABASE への

リンク  

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/8002-13-9  

 

投与経路 用途 

経口投与     基剤、 軟化剤、溶解剤 

一般外用剤 

 

GRAS 

Rapeseed oil, low erucic acid - MISC, GRAS, GMP, See REG, Except in infant formula - 

184.1555(c); May be declared on label as "Canola Oil" 

 

１．単回投与毒性 

該当文献なし。 

２． 反復投与毒性 

2－1 ラット 

① Sprague-Dawley（SD）系ラット，Chester Beatty（CB）系ラットを用いて餌の要因による（SDラッ 

トでナタネ油により発現する）心筋障害発現頻度を調べた。雄性ラット 2種にコーン油，低エルシ酸 

ナタネ油（LEAR），高エルシ酸ナタネ油（HEAR）を 20%含む餌を 16週間与えた。その結果，限局性 

心筋壊死の発現頻度は SDラットに比べてCBラットは低かった。CBラットの心筋障害の頻度はい 

ずれの餌でも同程度であったが，SDラットではナタネ油投与群が高い頻度を示した。体重増加は 

SD，CBラットともにコーン油，LEAR群で差がなく，HEAR群では他の群に比べて増加抑制が明ら 

かであった。重度な心筋の脂肪沈着は HEAR群でのみ認められたが，SDと CBラットで程度に差 

はなかった。心臓のトリグリセリド，遊離脂肪酸濃度は HEAR群で増加がみられたが，SDと CBラ 

ットで差は認められなかった。種差が認められた変化は HEAR摂取群心臓における数種のリン脂 

質濃度であったが，各リン脂質遊離酸の成分比には殆ど差がみられなかった。心臓のトリグリセリ 

ド，遊離脂肪酸，リン脂質と関連していると考えられる心臓障害の種差は，肝臓の組織所見からは 

確認できなかった。1) (Kramer, 1979) 

② 脳卒中易発性自然発症高血圧ラット（SHRSP）5週齡の 1群 20例に 10w/w%ナタネ油(canola)， 

ダイズ油をそれぞれ餌に混入して与えた。なお，飲用水には 1%塩化ナトリウムを負荷した。生存期 

間はナタネ油群 62±2日で，ダイズ油群の 68±2日と比較して短かった。脳卒中に関連した徴候 

はいずれの動物でも観察されたが，所見の初発はナタネ油群 47±1日で，ダイズ油群の 52±2日 
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と比較して早かった。脳内出血の頻度はいずれの群も同様で，臓器の障害も差がみられなかっ 

た。他の試験では，脂肪分の少ない飼料を与えた 5週齡の SHRSPラット 1群 10例に，ナタネ油と 

ダイズ油をそれぞれ 10w/w%添加し，飲用水に塩化ナトリウムの負荷は行わなかった。4週間投与 

後，平均収縮期血圧は，ナタネ油，ダイズ油群，それぞれ 233±2，223±0.3 mmHgであった。血 

漿，赤血球膜に含まれるフィトステロール濃度は，投与したナタネ油とダイズ油の成分濃度に比例 

していた。脳，心臓，腎臓の Na+，K+-ATPase活性はナタネ油群で上昇していた。この結果から，臓 

器の高血圧に関連した悪化因子の増強がナタネ油群でみられた生存期間の短縮に関連したもの 

と思われる。植物油に含まれるフィトステロールによる Na+，K+-ATPase活性の増加はこれらの変 

化の役割を担うかもしれない。2) (Naito, 2003) 

 

以下、３－８については該当文献なし。 

３ 遺伝毒性 

４ 癌原性 

５ 生殖発生毒性 

６ 局所刺激性 

７ その他の毒性 

８ ヒトにおける知見 
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